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第 3 章においては，まず平行線ケー fルを構成する素線を対象iこして疲労実験を実施し，その疲労特
性について考察している。次に各種因子がケープ、jレの疲労強度に及ぼす影響について綿密な評価を行い，
その結果を利用してケーフ、、ル自身の疲労強度性能を定量化するための統計確率論的解析手法について述
べている。
さらに活荷重とケープ、jレの疲労強度の統計学的特性を考慮した斜張橋ケープ、ルの疲労損傷確率の予測
手法を提示している。
第 4 章においては，太径ケーブルに適応した定着構造形式を考案し，その縮尺模型について静的強度
実験および疲労実験を実施すると共に有限要素法による理論的考察を行ない，力学的性状ならびに構造
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詳細設計上の問題点を解明する乙とによって安全かっ合理的な定着構造形式を提案している。
第 5 章においては，斜張橋全体の骨組構造モデ、ルの弾塑性解析を基本とする主塔の極限強度計算法を
示し，それを応用して支配的な組合せ設計荷重下の主塔の崩壊挙動を明らかにすると共に，崩壊に対す
る荷重係数を求める解析過程を提示している。
第 6 章の結論においては，各章で得られた研究成果を総括している。
輪文の審査結果の要旨
自碇式ケーブル系橋梁で、ある斜張橋は吊橋と異なり湾岸地域の軟弱地盤上の建設にも適すると共に，
他の構造形式に比し，経済性および景観美に秀でているという特長により次第に吊橋の適用支聞に侵食
して長大化が推進されている。本論文は，斜張橋の支間長の増大には，ケーフ守ルの太径化が重要な鍵と
なる点に着目し，太径ケープールを有する長大斜張橋について，重要な問題点を指摘し，それらに対する
技術的解決法を見出すために行われた実験的ならびに理論的研究の内容をまとめたもので主要な成果を
あげると次のとおりである。
(1) 多数の鋼線供試体についての疲労実験から得られた時間強度から，各種の強度低下要因を考慮して，
太径ケーブルの疲労強度を評価する統計確率論的手法を開発し，さらに活荷重とケーブルの統計学的
特性から斜張橋ケープ、jレの疲労損傷確率を予測するための信頼性解析手法を提案している。
(2) ケープ、ルの定着構造は，ケーブノレ張力を主桁に伝達する重要な部分であるので，ケーブルの太径化
につれて，大規模かつ複雑化する傾向があり，構造詳細設計ならびに製作に困難性を伴うが，実験と
理論の両面から考察を加え，静的弾性挙動が良好で，十分な極限強度および疲労強度を有し，製作が
容易でコンパクトな定着構造を考案している。
以上の研究成果は，斜張橋における太径ケーフソレの活用を促進し，支聞の長大化を容易にするもので，
橋梁工学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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